
天塩厳島神社祭・神輿の出発を待つ猿田彦【7月17日】

02　天塩川しじみまつり
03　暮らしのお知らせ／マチの伝言板
06　公設民営塾通信
07　協力隊通信
08　町民カレンダー

09　こんにちは地域包括支援センターです
10　病院だより
11　マチの話題
14　夏のイベントスナップ集
16　ひとのうごき

今月の内容
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今年も2人が

元気をお届け♪

大道芸人エクストリーム芹川

花火大会

LUV K RAFT　音楽ライブ

児玉梨奈　音楽ライブ

フルーティー　ステージショー

HAMBURGER BOYS　ステージショー

マードック大学×北星学園大学ブース L★ 44°　ダンスステージショー
歌まねシンガーnanami
ステージショー

エビナマスジ　音楽ライブ

関西から来た 3人組パワフルな歌唱は
圧巻でした！

ご当地応援ソング「HORA TE-SHI-O」を現地初披露！

町内に滞在中のマードック大学の学生らも一緒に楽しみました！

7月 11・12日に開催された第４回
天塩川しじみまつり！　両日とも
パッとしないお天気にも関わらず多
くの方にご来場いただき、本当に
ありがとうございました！

ファミリーディスコ

雨にも負けず

キレキレの
ダンス!?
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天
塩
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
で

は
、
町
民
の
皆
様
に
よ
り
安
全
で
質
の

高
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
最
新
の

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
搭
載
内
視
鏡
シ

ス
テ
ム
﹁FUJIFILM

 EP-8000

﹂
を

更
新
い
た
し
ま
し
た
。

　

胃
が
ん
な
ど
は
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。
最

新
機
器
へ
の
更
新
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
精
度
の
高
い
検
査
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

■
新
し
い
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
の
特
徴

︽
Ａ
Ｉ
が
医
師
の
診
断
を
強
力
に
サ

ポ
ー
ト
︾
Ａ
Ｉ
が
検
査
中
の
画
像
か

ら
病
変
の
疑
い
が
あ
る
箇
所
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
自
動
検
出
し
、
医
師
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
微
小
な
病
変
や
、
発
見

が
難
し
い
が
ん
の
早
期
発
見
を
強
力

に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

︽
よ
り
鮮
明
な
画
像
で
︑
小
さ
な
変
化

も
見
逃
さ
な
い
︾
最
新
の
画
像
処
理

技
術
に
よ
り
、
血
管
や
粘
膜
の
わ
ず

か
な
変
化
も
く
っ
き
り
と
映
し
出
し
ま

町
立
病
院

☎
０
１
６
３
２
︵
２
︶
１
０
５
８

内
視
鏡
を
更
新
し
ま
し
た

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
正
確
で
精
密

な
診
断
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
早
期
発
見
の
た
め
に
︑
定
期
的
な

検
査
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

　

が
ん
は
、
初
期
段
階
で
は
自
覚
症

状
が
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

﹁
最
近
、
胃
腸
の
調
子
が
悪
い
﹂﹁
健
診

で
精
密
検
査
を
勧
め
ら
れ
た
﹂﹁
し
ば

ら
く
内
視
鏡
検
査
を
し
て
い
な
い
﹂
と

い
う
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
（
当
面
の
間
は
、
火
・
木
曜

日
の
午
前
中
に
予
約
制
で
実
施
い
た
し

ま
す
）。

　
ま
た
健
診
で
こ
れ
ま
で
は
バ
リ
ウ
ム

の
み
の
検
査
で
し
た
が
、
実
施
枠
は
限

ら
れ
ま
す
が
、
胃
カ
メ
ラ
も
選
択
で
き

る
よ
う
な
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

ご
活
用
く
だ
さ
い
（
希
望
者
多
数
の

場
合
は
、
検
査
実
施
時
期
を
ご
相
談

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

   

当
院
は
こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
様

の
健
康
と
命
を
守
る
﹁
身
近
な
病
院
﹂

と
し
て
、
医
療
の
質
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
検
査
に
関
す
る
ご
相
談
や

ご
予
約
は
、
お
気
軽
に
当
院
外
来
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

岩橋和雄様からご寄附をいただきました
　本町出身の岩橋和雄様から、ふるさとの振興発展に役立ててほしいとのご厚意により、800 万円のご寄附を
いただきました。
　岩橋様は、天塩町立天塩中学校卒業後に町内の森川燃料店に約10 年間勤務し、その後、札幌市、愛知県新
城市でタイヤ製造や機械加工用工具の製造などに従事され、現在は愛知県豊川市で生活をされております。こ
の度「ふるさとの振興発展のために、また、ふるさとの困っている人たちのために、これまで大切に貯めてき
たお金を役立ててほしい」との温かい思いと、これまでお世話になった方々への感謝の気持ちから、寄附を決
意されました。特に、天塩在住時の桑田武さん、桑田憲治さんへの感謝の思いは深く、ふるさとへの感謝の気
持ちを形にしたいと話されていました。
　７月23日には愛知県豊川市の岩橋様を尋ね、吉田町長から感謝状を贈呈し、深甚なる感謝の意をお伝えす
るとともに、ふるさとの話に花を咲かせ、和やかなひとときを過ごしました。
　町では、岩橋様のご篤志に深く感謝するとともに、ご寄附の趣旨を尊重し、大切に活用させていただきます。
　心温まるご厚意に対し、心より御礼申し上げます。
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９
月
・
10
月
は
行
政
相
談
月
間
で

す
。
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
に
よ
る
行
政
相
談
を
次

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
行
政
に
関
す

る
苦
情
、
意
見
・
要
望
を
、
無
料
・
秘

密
厳
守
で
お
聴
き
し
ま
す
。

《
日
時
及
び
場
所
》
９
月
10
日
（
木
）

①
道
の
駅
て
し
お
２
階
多
目
的
室
：

10
時
～
12
時

②
雄
信
内
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
：
13
時

～
15
時

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

行
政
相
談
委
員　

土
田　

孝
司

☎
０
１
６
３
２
（
２
）
２
７
４
０

　

道
が
管
理
す
る
道
道
の
橋
梁
に
は
、

橋
や
川
の
名
前
、
完
成
年
月
等
を
記

し
た
金
属
製
プ
レ
ー
ト
の
﹁
橋
名
板
﹂

が
固
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
盗

難
が
疑
わ
れ
る
亡
失
事
例
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

大
切
な
道
民
の
財
産
を
守
る
た

め
、
不
審
者
（
車
）
を
見
か
け
た
時
は

１
１
０
番
通
報
、
亡
失
を
発
見
し
た
時

は
留
萌
振
興
局
留
萌
建
設
管
理
部
へ

の
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
ご
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

留
萌
振
興
局
留
萌
建
設
管
理
部
用
地

管
理
室
維
持
管
理
課
（
道
路
管
理
係
）

☎
０
１
６
４
（
４
２
）
８
３
６
９

■
第
３
回
一
般
曹
候
補
生
︵
１
次
︶

《
資
格
》
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

（
32
歳
の
方
は
採
用
予
定
月
の
末
日

現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
方
）

《
受
付
期
間
》
９
月
15
日
（
火
）
～

11
月
20
日
（
金
）

《
試
験
期
日
》
11
月
28
日
（
土
）
～

12
月
６
日
（
日
）
※
い
ず
れ
か
１
日

を
指
定
さ
れ
ま
す
。

《
試
験
会
場
》
受
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
防
衛
大
学
校
︵
１
次
︶

《
資
格
》

・
一
般
：
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者
、

高
卒
者
（
見
込
含
）
又
は
高
専
３
年

次
修
了
者
（
見
込
含
）

《
受
付
期
間
》

・
７
月
１
日（
水
）～
10
月
15
日（
木
）

《
試
験
期
日
》

・
10
月
31
日
（
土
）

《
試
験
会
場
》
受
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
稚
内
地

域
事
務
所

〒
０
９
７-

０
０
０
１

稚
内
市
末
広
５
丁
目
６
番
１
号　

稚

10
月
１
日
（
木
）
か
ら
10
月
７
日

（
水
）
ま
で
は
公
証
週
間
で
す
。

　

公
証
人
は
、
公
証
役
場
に
お
い
て

遺
言
や
大
切
な
契
約
な
ど
の
公
正
証

書
の
作
成
、
会
社
を
設
立
す
る
際
の

定
款
の
認
証
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

公
証
人
は
、
法
務
大
臣
に
よ
っ
て

任
命
さ
れ
る
公
務
員
で
す
。

■
遺
言
は
︑
公
正
証
書
で
作
成
し
て

み
ま
せ
ん
か
︖

　

遺
言
者
の
家
族
関
係
に
ふ
さ
わ
し

い
形
で
財
産
を
承
継
さ
せ
る
に
は
、

遺
言
を
し
て
お
く
こ
と
が
一
番
で

す
。
遺
産
争
い
を
予
防
し
、
紛
失
の

心
配
も
な
い
の
で
、
後
に
残
さ
れ
た

方
々
が
困
り
ま
せ
ん
。
原
本
は
公
証

役
場
で
保
存
し
て
い
ま
す
の
で
、
偽

造
・
変
造
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、公
証
人
が
自
宅
や
病
院（
施

設
）
へ
出
向
い
て
遺
言
書
を
作
成
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

公
証
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

公
証
役
場
又
は
法
務
局
に
お
問
い
合

行
政
相
談
月
間

公
証
週
間
の
お
知
ら
せ

橋

名

板

が

盗
ま
れ
て
い
ま
す
︕

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

・
旭
川
公
証
人
合
同
役
場
（
旭
川
市

６
条
通
８
丁
目
37
番
地
22
68
ビ
ル
５

階
）

☎
０
１
６
６
（
２
３
）
０
０
９
８

・
名
寄
公
証
役
場
（
名
寄
市
西
１
条

南
９
丁
目
35
番
地
）

☎
０
１
６
５
４
（
３
）
３
１
３
１

・
旭
川
地
方
法
務
局
（
旭
川
市
宮
前

１
条
３
丁
目
３
番
15
号
）

☎
０
１
６
６
（
３
８
）
１
１
１
１

　

日
本
公
証
人
連
合
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.
koshonin.gr.jp/

）
に
お
い
て
も
、

動
画
等
に
よ
り
公
証
制
度
等
を
紹
介

し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

自
衛
官
等
採
用

試
験
の
ご
案
内

内
地
方
合
同
庁
舎
５
階

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
２
２
７

「てしお仮面」を描いたら
下のメールアドレスに送ってね

広報てしおに
載せるかも！

◆応募先◆
企画商工課広報情報係（担当︓菅野）

✉ kanno@teshiotown.com
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流
木
の
無
料
配
布

を
お
こ
な
い
ま
す

■
天
塩
川
の
川
辺
に
流
れ
着
い
た
流

木
の
無
料
配
布
を
行
い
ま
す

　

河
川
の
維
持
管
理
に
支
障
を
及
ぼ

す
漂
着
流
木
の
処
分
コ
ス
ト
等
の
縮

減
を
目
的
と
し
て
、
一
般
の
方
々
を
対

象
と
し
た
流
木
の
無
料
配
布
を
実
施

し
ま
す
。
自
家
消
費
を
目
的
と
し
た

利
用
に
限
り
ま
す
。

《
配
布
場
所
》

・
天
塩
町
：
北
川
口
左
岸
集
積
所

・
幌
延
町
：
水
防
拠
点
ヘ
リ
ポ
ー
ト

《
配
布
期
間
》
10
月
１
日
（
木
）
～
30

日
（
金
）
９
時
～
16
時　

※
用
意
し

た
流
木
が
な
く
な
り
次
第
終
了

《
注
意
事
項
》

・
配
布
す
る
流
木
の
長
さ
は
１
２
０

㎝
程
度
で
す
。

・
利
用
に
つ
い
て
は
私
的
利
用
の
み

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
大
型
車
両
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

・
事
故
や
怪
我
に
つ
い
て
は
、
責
任

を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

・
運
搬
・
積
込
に
つ
い
て
は
、
個
人

で
お
願
い
し
ま
す
。

・
気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
予
告
な
く

配
布
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

・
お
電
話
に
て
事
前
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
公
募
型
樹
木
等
採
取
を
試
行
し
ま
す

　

天
塩
川
下
流
域
で
公
募
型
樹
木
等

採
取
を
試
行
し
ま
す
。
使
用
用
途
は

限
定
し
ま
せ
ん
。

《
応
募
期
間
》
９
月
30
日
（
水
）
ま
で

《
採
取
期
間
》
10
月
26
日
（
月
）
～

12
月
４
日
（
金
）

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
幌
延
河
川

事
務
所
Ｈ
Ｐ
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

を
ご
確
認
の
上
、
幌
延
河
川
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

留
萌
開
発
建
設
部 

幌
延
河
川
事
務

所 

河
川
課

☎
０
１
６
３
２
（
５
）
１
２
３
１

10月号へ掲載を

希望する方は、

9月9日（水）
までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

落語会の
お申し込みは
QRコードから！
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　天塩町の皆さん、こんにちは。天塩町公設民営塾の岩立諭
と申します。第３回目は、天塩町公設民営塾での学習の様子
と入試制度についてお話をさせていただきます。
　現在、公設民営塾では大学進学を目指す天塩高校生が日々
目標に向かって頑張っています。特に「夏は受験の天王山」
といわれる夏休み期間は重要な時期であり、ほぼ毎日天塩町
公設民営塾で、受験科目の学習に取り組んでいました。

　秋から冬にかけて受験に向けてさらに受験勉強を加速させていきます。一人一人、受験科目に
応じて取り組む内容が異なりますが、きめの細かい対応を天塩町公設民営塾では実施し、天塩高
校から将来の目標に向けて頑張る皆様を、天塩町公設民営塾は全力で応援しています。
　さて、7 月 24 日には、天塩町公設民営塾開校後初めて、天塩高校において高校３年生の受験
生を対象に「受験生の夏の重要性と過ごし方」についてお話をしました。天塩町公設民営塾の授
業では、毎回このような話は面談の際に、必ずさせていただいておりますが、今回新たに天塩高
校の教室でお話させていただけたことで、受験生へさらなる勉強への刺激になり受験意識を高め
受験に対する行動を早めに起こすことを期待しております。こちらは、秋には「早期から受験勉
強を始める重要性」として高校１年生、２年生の受験生の皆様へお話する予定になっております。
　年々変化する大学入試に対応し、天塩高校生の受験勉強に遅れが生じないように今後も天塩町
公設民営塾では、最新情報を生徒保護者の皆様にご提供させていただきます。

受験対策にフライングはない。早く始めた受験生の勝ち︕

　特に注目をいただきたいのは、私立大学の入試日程になります。総合型選抜や学校推薦型選抜
などいわゆる「年内入試」を利用し、年内に進路決定する受験生の割合は 2025 年では過半数を
超えました。さらに、「年内学力入試」という、従来の総合型選抜や自己推薦型の枠組みを使い、「学
力試験」も入試科目に課して合否を決める入試制度が、2026 年入試からは条件を満たせは年内
に学力入試を行うことは正式に可能となりました。これは、年々変化を続ける大学入試制度のな
かでも、大きな変化となり、受験生にとってはさらに対策を講じておく必要があります。
　「年内学力入試」の流れでもわかる通り年内に進路が決定する受験生が今後さらに増加してい
きます。この受験の変化に対応するにはいままで以上に早期からに受験対策が不可欠です。「年
内入試」では高校１・２年生時の評定平均や活動実績が重視されるため、直前の対策だけでは到
底間に合いません。また、「年内入試」の準備と並行して、一般選抜の準備も今まで同様に必要
になります。
　入試対策の遅れは入試結果に直結します。準備が後手に回らないように、公設民営塾では様々
なアドバイスを行い、天塩高校から将来の夢に向かって頑張る受験生を今後とも応援していきま
す。

6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2 月 3 月

共 通 テ ス ト
実 施 要 綱

・
受 験 案 内

公 表

試 験 日
1 / 1 6 ・ 1 7
※ 追 試 験
1 / 2 3 ・ 2 4

国
公
立
大
学

総 合 型 選 抜

学 校 推 薦 型
選 抜

一 般 選 抜

私
立
大
学

総 合 型 選 抜 エ ン ト リ ー
開 始

学 校 推 薦 型
選 抜

一 般 選 抜

出願

11/1

9/1

9/16

1/25

12/1512/15

12/1512/15 2/12/1

募集要項発表・配布募集要項発表・配布

募集要項発表・配布募集要項発表・配布

2/3

10/3

試験実施

出願

出願　 　※共テ利用方式の出願は、
共テ前後で締め切りあり

選抜開始　　　　　　　　　　　　　　　2/10 までに合格発表

選抜開始　　　　　　　　　　　　　　　

選抜開始　

選抜開始　　　　　　共テなしは 1/22、
共テありは 2/10 までに合格発表

前期試験　2/10 まで
中期試験　2/18 まで
後期試験　2/28 まで

3/25

※各大学の詳しい入試日程は、必ず各大学のホームページや入試要項でご確認ください。
　出典︓塾選ジャーナル（https://bestjuku.com/shingaku/s-article/48779/）



　8 月 1 日より天塩町地
域おこし協力隊として着任
しました佐久間梨緒です。
　出身は愛知県名古屋市
で、最近は植物をモチーフ
にした彫金作品（シルバー
や真鍮のオブジェやアクセ
サリー）を制作したり、動
物や植物の写真を撮った

　8 月 1 日より天塩町地域お
こし隊として着任しました小林
慶太朗です。
　出身は神奈川県横浜市なので
すが、祖父が利尻島の鬼脇で漁
師をしており、小さいころから
何度も鬼脇の浜辺で遊んでおり
ました（なので、利尻島側から
天塩町をずっと見ていたこと
に、今回気付きました︕）。

着任のごあいさつ

着任のごあいさつ

天塩ビアガーデンプロレス 2026
無事に閉幕

り、たまにイラストを描いています。
　幼いころから家族で、函館、北見、旭川など北海道に年
に一回は旅行に来ていて、知床の自然が一番印象に残って
いました。そんなこともあり、大好きな北海道に移住する
ことが夢だったのですが、このような形で実現することが
できてとても嬉しく思っています。天塩町は海、山、自然
に囲まれていて、とても素敵なところだと感じています。
これから協力隊の活動では、小林と一緒に、啓徳小学校の
廃校活用や、天塩町の植生を分類、観察記録していくこと
を中心に、それをモチーフにした彫金作品も製作して、形
に残していきたいと思っています。また、豊かな自然や生
態系を写真で残していくことにも取り組みたいです。
　なかなか人見知りなところもあるのですが、天塩町のみ
なさまに色々と教えていただきながら、この町が持ってい
る豊かな環境を残して伝えていけたらと思います。よろし
くお願いいたします。

　これまでは大学大学院から含めて 15 年間、化学の研究
に携わっていました。そのかたわら、鉱物を採集したり、
暗室を建て写真作品を作って個展を開催したり、土日限定
のギャラリーを立ち上げて運営したり、作家さんを呼んだ
り、振り返るといろいろと活動してきました。
　天塩町では、佐久間とともに、啓徳小学校の活用（まず
は大掃除から）と天塩町の植生についての記録と観察を中
心に活動していきます。できるだけ町内、町外問わず、い
ろいろな方に正しく伝わるように、いろんなことを企画し
ていきます。とくに、知らないことに触れる楽しさやワク
ワクを届けたい、と思っております。
　いつでもなんでも、お気軽に声をかけていただければ嬉
しいです。（たまに、大判カメラを持ってうろうろしてい
るのが私です。）まだこの地で右も左もわからない状態で
すが、この町のこと、みなさまの思い、ひとつずつ知って
いきたいと思っています。これから頑張ってまいりますの
で、よろしくお願いいたします。

　地域おこし協力隊の前川です。
　8月1日（土）、天塩町役場前駐車場にて「天塩町ビアガー
デンプロレス 2026」を開催いたしました。直前まで雨が
降り続き開催が危ぶまれましたが、開始時刻には天候が回
復し、予定どおり実施することができました。
　当日は、L ☆ 44°によるダンスパフォーマンスを皮切り
に、プロレス教室、試合、そしてバトルロワイアルと、終
始にぎやかな雰囲気に包まれました。会場は多くの来場者
で盛り上がり、夏のイベントとして大変活気ある一日とな
りました。
　今回のイベントを企画・立案した立場としても、無事に
開催でき、町民の皆さまに楽しんでいただける内容となっ
たことを大変うれしく思っております。まずは成功裏に終
えられたことに、ひと安心しております。
　この度のイベントにご協力いただいた関係者の皆様に
は、感謝の気持ちしかございません。本当にありがとうご
ざいました。
　私自身も、プロレスラーの皆さんに負けないように、地
域おこし協力隊として頑張っていきます。
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日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等
衣類等

生ごみ
ペットのふん 農村地区 休み

8月 30 319 月 1 2 3 4 5
●母子寡婦会バス停
サロン

［6 丁目バスターミナル］
11 時～ 15 時

● 9 月粗大ごみ収集
申し込み締切日
☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

● 9 月粗大ごみ収集日
☆はまなす学園大学

6 7 8《町内回覧日》 9 10 11 12
● Te to Te ＋

［サニースペース］
+ 糖尿病内科外来
☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

●運転免許更新時講習
［社会福祉会館］
・ 初回　10 時
・ 優良　13 時
・一般　13 時 45 分
・ 違反　15 時

●運転免許更新時講習
［幌延町消防署2階］
・優良　18 時 30 分

+ 眼科外来
●レディース検診
［ふれあいセンター］

●秋の総合健診
［ふれあいセンター］

●秋の総合健診
［ふれあいセンター］

13 14 15 16 17 18 19
☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

○あいあいくらぶ
プチ相談日
☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

○託児の日
☆いきいきサロン
［雄信内老人憩いの家］

10 時～ 12 時

○天塩まちづくり高
大連携シンポジウム

［ 社 会 福 祉 会 館 ］

20 《敬老の日》 21《国民の休日》 22 《秋分の日》 23《町内回覧日》 24 25 26
+ 産婦人科外来 + 小児科外来

○乳児健診
9 時 10 分

○ 5 歳児健診
9 時

27 28 29 3010月 1 2 3
+ 眼科外来 ☆はまなす学園大学

（修学旅行）
○天塩中学校祭

令和 8 年 令和 8 年   　  　月月99
・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・9 月の回覧日は 9 日と 24 日です。
・あいあいクラブ ･･･ こども園▶火～木、雄信内▶月

三四郎・小痴楽
落語会

［社会福祉会館］
開 演 18 時 30 分

三四郎・小痴楽
落語会



こんにちは地域包括支援センターです

9
◆お問い合せ先◆　福祉課地域ケア係　☎（2）1728

「いつもと違う」はＳＯＳのサイン？
みんなでつなぐ地域の見守り

　

い
ま
、
私
た
ち
の
住
む
天
塩
町
で
も

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
頼
り
に
す
る
子
ど
も
や
親
族
が
遠

く
に
い
る
場
合
も
あ
り
﹁
住
み
慣
れ
た

我
が
家
で
こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し
た
い
﹂

と
い
う
願
い
を
叶
え
る
た
め
に
は
、
周

囲
の
温
か
い
支
え
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

日
々
の
生
活
の
中
で
﹁
離
れ
て
暮
ら
す

親
が
心
配
﹂、﹁
近
所
に
住
む
高
齢
の
方

を
見
か
け
な
い
け
ど
大
丈
夫
か
な
︖
﹂

と
い
っ
た
不
安
を
抱
く
こ
と
も
増
え
て

い
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
高

齢
者
の
孤
立
を
防
ぎ
、
安
全
を
守
る
た

め
に
大
切
な
こ
と
は
、
遠
く
か
ら
想
う

﹁
家
族
﹂
と
近
く
で
見
守
る
﹁
地
域
﹂

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
、
協
力
す

る
こ
と
で
す
。

　

同
居
し
て
い
る
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、

離
れ
て
暮
ら
す
家
族
の
﹁
気
づ
き
﹂
は

と
て
も
重
要
で
す
。
電
話
の
声
や
久
し

ぶ
り
に
会
っ
た
時
の
様
子
に
変
化
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

・
見
た
目
の
変
化
：
髪
の
毛
や
ひ
げ
が

伸
び
放
題
に
な
っ
て
い
る
。
服
が
汚
れ

て
い
る
。

・
生
活
の
変
化
：
冷
蔵
庫
に
賞
味
期
限

切
れ
の
食
品
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る
。

・
会
話
の
変
化
：
何
度
も
同
じ
こ
と
を

聞
く
。
以
前
に
比
べ
て
怒
り
っ
ぽ
く

な
っ
た
。

　

変
化
に
気
づ
い
た
と
き
は
、
本
人
の

プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
配
慮
し

つ
つ
、
や
さ
し
く
声
を
か
け
、
必
要
に

応
じ
て
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
を
活
用
し

し
ょ
う
。

　

町
内
会
や
ご
近
所
同
士
の
﹁
ご
近
所

の
目
﹂
は
、
孤
立
を
防
ぐ
最
大
の
セ
ー

フ
ィ
テ
イ
ネ
ッ
ト
で
す
。
普
段
の
生
活

の
中
で
以
下
の
よ
う
な
異
変
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

【
家
族
】
離
れ
て
い
て
も
、

近
く
に
い
て
も
、

「
あ
れ
？
」
を
大
切
に

【
町
内
会
・
地
域
】

日
常
の
風
景
か
ら

異
変
を
見
守
る

「
あ
れ
？
」
と
思
っ
た
ら
、

迷
わ
ず
相
談
窓
口
へ

・
住
ま
い
の
異
変
：
新
聞
や
郵
便
物
が

た
ま
っ
て
い
る
。
夜
電
気
が
つ
か
な

い
、
昼
間
も
電
気
が
つ
い
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
。

・
ゴ
ミ
出
し
の
異
変
：
決
め
ら
れ
た
日

に
ゴ
ミ
を
出
せ
な
い
。
分
別
が
で
き
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

・
姿
を
見
か
け
な
い
：
い
つ
も
決
ま
っ

た
時
間
に
散
歩
や
買
い
物
に
出
て
い
た

人
を
見
か
け
な
い
。
数
日
、
姿
を
見
て

い
な
い
等
、
日
常
の
風
景
に
あ
る
違
和

感
は
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
﹁
い
つ
も
と
違
う
﹂
を
発
見
し
た
時
、

﹁
気
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
﹂﹁
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
に
踏
み
込
み
す
ぎ
か
も
﹂
と
た

め
ら
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

の
そ
の
気
づ
き
が
、
孤
立
を
防
ぎ
、
命

を
救
う
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
小
さ

な
異
変
や
心
配
ご
と
を
み
つ
け
た
ら
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
役
場
の
福

祉
課
、
ま
た
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員

や
町
内
会
長
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
住

み
慣
れ
た
場
所
で
い
つ
ま
で
も
元
気
で

暮
ら
す
た
め
に
、
ま
ず
は
身
近
な
人
へ

の
﹁
あ
い
さ
つ
と
声
掛
け
﹂
か
ら
始
め

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

天
塩
町
で
は
、
離
れ
て
暮
ら
す
ご
家

族
が
お
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
見
守

る
た
め
の
通
信
機
器
の
購
入
費
の
補

助
、
見
守
り
支
援
事
業
（
通
信
機
器
付

き
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
よ
る
見
守
り
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

《
対
象
者
と
な
る
方
》

①
80
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
の
方

②
70
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
で
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
障
害

者
手
帳
を
有
す
る
方

※
す
で
に
通
信
機
器
を
設
置
し
て
い
る

方
や
町
内
に
見
守
り
可
能
な
親
族
が
い

る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
天
塩
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
天
塩
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。



病院だより

◆お問い合せ先◆　天塩町立国民健康保険病院　☎（2）1058
10

No.115

医療安全対策管理委員会とは？

　

暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
体
調

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
町
民
の
皆
様
、
医
療
安
全
対
策

管
理
委
員
会
と
は
ご
存
じ
で
す
か
︖

　

医
療
安
全
対
策
委
員
会
と
は
、
医
療

現
場
に
お
け
る
患
者
や
職
員
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
、
医
療
事
故
の
防
止

や
リ
ス
ク
管
理
を
行
う
組
織
で
す
。

　

目
的
と
役
割
と
し
て
は
、
医
療
事

故
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
や
イ
ン
シ
デ
ン

ト
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
発
生
を
防
ぐ
た

め
に
、
次
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

●
教
育
と
啓
発: 

医
療
安
全
に
関
す

る
研
修
や
啓
発
活
動
を
企
画
・
実
施

し
、
医
療
従
事
者
の
安
全
意
識
を
高

め
ま
す
。

●
事
故
防
止
策
の
検
討: 

医
療
現
場

で
発
生
し
た
事
故
や
イ
ン
シ
デ
ン
ト

の
報
告
を
受
け
、
再
発
防
止
策
を
立

案
し
、各
部
署
に
指
示
を
出
し
ま
す
。

●
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト: 

各
部
署

に
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置

し
、
問
題
点
の
報
告
と
防
止
策
の
周

知
徹
底
を
行
い
ま
す
。

●
定
期
的
な
評
価: 

実
施
し
た
対
策

の
評
価
結
果
を
確
認
し
、
必
要
に
応

じ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
行
い

ま
す
。

　

医
療
安
全
対
策
委
員
会
の
活
動
内
容

と
し
て
は
、
月
に
１
回
の
定
期
的
な
会

議
を
開
催
し
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
や
ア
ク

シ
デ
ン
ト
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
報
告
事

例
を
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て
対
策
を

と
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
事
故
防
止
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
や
見
直
し
、
医
療
安

全
に
関
す
る
研
修
の
企
画
・
運
営
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
安
全
対
策
委
員
会
の
組
織
構
成

と
し
て
は
、
医
療
安
全
対
策
委
員
会
責

任
者
や
医
療
従
事
者
か
ら
構
成
さ
れ
、

院
内
の
各
診
療
科
や
部
署
と
連
携
し
な

が
ら
活
動
し
ま
す
。
委
員
会
の
活
動
を

通
じ
て
、
患
者
様
が
安
心
し
て
治
療
を

受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目

指
し
全
力
で
患
者
様
を
お
守
り
し
て
い

ま
す
。

■
ア
ク
シ
デ
ン
ト
・
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
と
は
︖

ア
ク
シ
デ
ン
ト
と
は
、
す
で
に
発
生

し
た
重
大
な
事
故
そ
の
も
の
を
指
し
ま

す
。
一
方
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
は
、
重
大

な
事
故
に
つ
な
が
っ
て
い
た
可
能
性
は

あ
る
け
れ
ど
、
実
際
に
は
ア
ク
シ
デ
ン

ト
に
至
ら
な
か
っ
た
出
来
事
を
指
し
ま

す
。
つ
ま
り
、
実
際
に
事
故
が
起
き
た

か
、
起
き
な
か
っ
た
か
に
よ
っ
て
使
い

わ
け
ま
す
。
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
は
、
あ
と

一
歩
で
事
故
が
起
き
そ
う
だ
っ
た
状
況

を
指
し
ま
す
。
思
い
が
け
ず﹁
ヒ
ヤ
リ
﹂

と
し
た
、
ミ
ス
に
気
が
つ
い
て
﹁
ハ
ッ

と
﹂
し
た
な
ど
の
様
子
を
表
し
ま
す
。

ヒヤリハット

インシデント

アクシデント
　

ま
と
め
と
し
て
、
医
療
安
全
対
策
管

理
委
員
会
と
は
、
報
告
・
分
析
・
改
善

策
の
策
定
・
教
育
・
情
報
共
有
・
組
織

横
断
的
活
動
を
通
じ
て
、
院
内
の
医
療

安
全
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
単
な
る
報
告
会
で
は

な
く
、
現
場
改
善
と
職
員
教
育
を
組
み

合
わ
せ
た
実
践
的
な
活
動
が
特
徴
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

天
塩
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
で

は
、
毎
年
、
医
療
安
全
の
学
び
を
深
め
、

よ
り
よ
く
実
践
で
き
る
よ
う
医
療
安
全

管
理
者
養
成
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を

受
講
し
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た

年
２
回
全
職
員
参
加
し
、
勉
強
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
患
者
様

の
安
心
安
全
た
め
、
病
院
で
働
く
方
の

安
心
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ま
た

病
院
と
し
て
信
頼
し
て
頂
け
る
よ
う
努

力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。（

文
責
：
看
護
師　

佐
々
木　

恵
）

事故は起こらなかったけど
今の危なかったな……

事故が起きてしまったけど
大事には至らなかった

大変な事故が
起きてしまった！
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７月９日～８月12日

　

７
月
９
日
、
今
年
度
の
﹁
認
知
症
講

座
﹂
と
し
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

﹁
ぼ
け
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。﹂
の
上
映
会
が
社
会
福
祉
会

館
で
開
催
さ
れ
、
昼
の
部
・
夜
の
部
を

合
わ
せ
て
１
１
２
名
が
鑑
賞
に
訪
れ
ま

し
た
。
こ
の
映
画
は
、
認
知
症
の
妻
と

そ
れ
を
支
え
る
夫
の
日
常
風
景
を
、
映

像
監
督
で
あ
る
娘
の
視
点
で
切
り
取
っ

た
作
品
で
す
。昼
の
部
の
上
映
後
に
は
、

こ
の
映
画
を
撮
影
し
た
信
友
直
子
監
督

に
よ
る
講
演
会
が
開
か
れ
、
認
知
症
の

家
族
の
心
に
寄
り
添
う
こ
と
や
、
自
分

を
含
め
た
誰
も
が
か
か
り
う
る
身
近
な

病
気
と
し
て
、
家
族
だ
け
で
な
く
周
囲

の
人
と
も
一
緒
に
支
え
合
う
こ
と
の
大

切
さ
を
語
り
ま
し
た
。

　

７
月
13
日
、
第
76
回
﹁
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
﹂
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
天
塩
地

区
保
護
司
会
天
塩
支
部
の
髙
橋
泰
史
支

部
長
ら
５
名
の
保
護
司
が
役
場
を
訪

れ
、
吉
田
町
長
に
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　
﹁
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
﹂
は
、

昭
和
26
（
１
９
５
１
）
年
に
始
ま
り
、

今
年
で
76
回
目
を
迎
え
ま
す
。
す
べ
て

の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
立
ち

直
り
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
犯
罪

の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を
築

く
た
め
の
全
国
運
動
と
し
て
、
保
護
司

の
皆
さ
ん
が
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

７
月
８
日
、
こ
ど
も
園
で
給
食
室
を

火
元
と
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
園
庭
へ
避
難
し
た
後
、
消
防

天
塩
支
署
の
職
員
が
避
難
の
た
め
の
５

つ
の
約
束
﹁
お
か
し
も
ち
﹂
に
つ
い
て

１
つ
ず
つ
説
明
す
る
と
、
園
児
ら
は
元

気
よ
く
返
事
を
し
ま
し
た
。
ま
た
保
育

士
ら
に
向
け
て
は
、
今
年
６
月
に
東
京

都
内
の
小
学
校
で
発
生
し
た
火
災
の
話

題
に
も
触
れ
な
が
ら
、
意
外
な
場
所
が

火
元
に
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
様
々
な

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
想
定
し
て
訓
練

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
説
明
し
ま
し

た
。
続
い
て
恒
例
の
放
水
体
験
が
実
施

さ
れ
、
き
り
ん
組
の
園
児
ら
が
消
防
士

の
衣
装
に
身
を
包
ん
で
ホ
ー
ス
を
使
っ

た
放
水
を
体
験
し
ま
し
た
。

認知症への理解深める講演会

総理大臣メッセージを伝達

こ ど も 園 で 避 難 訓 練

▲上映会・講演会には大勢の町民が集まった

▲伝達に訪れた保護司ら

▲ホースから吹き出す水の勢いに目を輝かせる園児

　

天
塩
ち
び
っ
子
レ
ス
リ
ン
グ
少
年

団
の
団
員
６
名
は
、
７
月
24
～
26
日

に
国
立
代
々
木
体
育
館
（
東
京
都
）

で
開
催
さ
れ
た
﹁
第
43
回
全
国
少
年

少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
﹂
に

出
場
し
ま
し
た
。
大
会
を
翌
週
末
に

控
え
た
７
月
15
日
、
吉
田
町
長
の
も

と
を
訪
れ
た
団
員
ら
は
﹁
得
意
な
技

で
勝
ち
上
が
っ
て
い
き
た
い
﹂﹁
メ

ダ
ル
を
獲
り
た
い
﹂
と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

《
大
会
結
果
（
第
３
位
ま
で
）》︻
第

３
位
︼
高
田
康
玄
（
男
子
の
部
３
年

生
33
㎏
級
）、︻
第
３
位
︼
前
山
蓮
（
男

子
の
部
５
年
生
60
㎏
級
）

レスリング少年団全国大会出場

▲全国大会に参加した団員ら
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７
月
27
日
、
作
曲
家
の
内
藤
淳
一
先

生（
宮
城
県
仙
台
市
在
住
）を
招
聘
し
、

天
塩
中
学
校
・
吹
奏
楽
部
の
生
徒
７
名

が
午
前
と
午
後
に
分
け
て
、
８
月
に
開

催
さ
れ
る
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
演
奏

す
る
自
由
曲
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
ま

し
た
（
途
中
、
天
塩
高
校
吹
奏
楽
局

の
生
徒
５
名
に
も
演
奏
指
導
を
実
施
）。

部
長
の
磯
田
虹
空
さ
ん
（
３
年
生
）
は

﹁
今
回
の
内
藤
先
生
の
指
導
を
受
け
て

曲
の
細
か
い
雰
囲
気
や
楽
譜
に
載
っ
て

い
な
い
強
弱
な
ど
、
気
づ
か
さ
れ
る
こ

と
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
教
わ
っ
た
こ

と
を
忘
れ
ず
、
コ
ン
ク
ー
ル
曲
だ
け
で

な
く
他
の
曲
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
﹂と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
ー
ド
ッ
ク
大
学

本
校
か
ら
10
名
、
同
校
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
校

か
ら
10
名
、
札
幌
の
北
星
学
園
大
学
（
国

際
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

学
科
）
か
ら
４
名
の
大
学
生
（
学
生
計
24

名
・
教
員
４
名
）
が
、
７
月
９
日
か
ら
４

泊
５
日
の
日
程
で
８
年
ぶ
り
に
来
町
滞
在

し
、
観
光
学
研
修
を
行
い
ま
し
た
。﹁
イ

ベ
ン
ト
﹁
映
像
﹂﹁
歴
史･

自
然
﹂﹁
サ

イ
ク
ル
﹂
の
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
天

塩
川
し
じ
み
ま
つ
り
へ
の
出
展
参
加
を
含

む
、
天
塩
川
歴
史
資
料
館
で
の
学
芸
員
・

協
力
隊
に
よ
る
解
説
案
内
や
町
サ
イ
ク

ル･

ル
ー
ト
試
走
等
の
活
動
体
験
を
通

し
て
、
旅
行
者
が
訪
れ
る
こ
と
で
、
地
域

　

天
塩
高
校
で
は
、教
科
の
枠
を
超
え
、

生
徒
が
主
体
的
に
課
題
を
発
見
し
、
仮

説
検
証
を
通
じ
て
思
考
力
を
養
う
﹁
総

合
的
な
探
究
﹂
授
業
を
先
駆
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
７
月
22
日
、
同
校
体
育

館
を
会
場
に
１
年
生
18
名
と
町
民
10
名

（
商
店
主
、
観
光
協
会
長
、
製
造
業
者
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
役
場
職
員
）
が

参
加
し
﹁
地
域
の
人
に
話
を
聴
く
会
﹂

を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
が
、
町
の
産
業

や
自
然
、
観
光
な
ど
の
分
野
テ
ー
マ
ご

と
に
特
長
や
魅
力
、
課
題
、
等
に
つ
い

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
対
話
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
聴
き
取
っ
た

内
容
を
も
と
に
整
理
し
な
が
ら
探
究
活

動
を
継
続
し
、
考
察
を
加
え
て
12
月
に

同
校
に
て
発
表
会
を
行
う
予
定
で
す
。

作曲家による演奏指導・天中

海
外
大
学
生
来
町
で

観
光
学
研
修

地 域 の 人 に 話 を 聴 く会

▲演奏指導を受けた天中吹奏楽部の生徒

▲天塩川しじみまつりに参加した大学生たち

▲外国人目線での天塩サイクル ･ ルート意見交換

▲天塩高校（1 年生）と町民が対話する様子

７月９日～８月12日

が
よ
り
良
い
状
態
に
な
る
こ
と
を
目
指
す

﹁
再
生
型
観
光
（
リ
ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ･

ツ
ー
リ
ズ
ム
）
を
実
践・探
究
し
ま
し
た
。

町
内
で
の
研
修
を
経
て
７
月
16
日
、
テ
ー

マ
・
グ
ル
ー
プ
毎
に
大
学
生
が
探
究
し
、

分
析
し
た
成
果
と
し
て
﹁
戦
略
的
天
塩
町

観
光
計
画
﹂
と
し
て
ま
と
め
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
を
通

じ
て
、
町
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
大
学
生
に
よ
る
提
案
内
容
の
中
に

は
、
酪
農
家
と
交
流
で
き
る
体
験
型
フ
ー

ド
ツ
ア
ー
、
案
内
解
説
付
サ
イ
ク
ル･

ツ

ア
ー
、
天
塩
川
、
冬
季
観
光
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
開
発
、
案
内
看
板
等
や
鏡
沼
公
園
を

含
む
町
内
イ
ン
フ
ラ
改
善
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

情
報
発
信
な
ど
、
外
国
人
旅
行
者
（
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
）
視
点
で
の
具
体
的
な
観
光
施

策
ア
イ
デ
ア
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
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７
月
27
日
、堀
松
建
設
株
式
会
社（
留

萌
市
）に
よ
る
工
事
現
場
の
見
学
会
が
、

こ
が
ら
児
童
ク
ラ
ブ
の
通
所
児
童
を
対

象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
か
所
目
の
天
塩
港
で
は
、
浚
渫
工

事
に
よ
っ
て
港
の
環
境
を
維
持
す
る
こ

と
が
町
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
説
明
し
、
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦

も
体
験
し
ま
し
た
。
２
か
所
目
は
問
寒

別
に
近
い
国
根
布
で
行
わ
れ
て
い
る
天

塩
川
の
築
堤
工
事
を
見
学
。
川
の
氾
濫

か
ら
地
域
の
人
々
を
守
る
工
事
で
あ
る

と
説
明
し
た
後
、
実
際
に
現
場
作
業
に

使
わ
れ
て
い
る
バ
ッ
ク
ホ
ー
や
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
等
の
重
機
に
作
業
員
と
と
も

に
乗
車
し
、
操
縦
を
体
験
し
ま
し
た
。

町 内 の 工 事 現 場 を 見 学

▲バックホーの操縦を体験する様子

　

令
和
８
年
度
高
齢
者
叙
勲
（
令
和
８

年
５
月
１
日
付
）
に
お
い
て
、
町
在
住

の
中
嶋
康
治
さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
受

章
さ
れ
、
８
月
３
日
に
吉
田
町
長
よ
り

勲
記
と
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
嶋
さ
ん
は
、
平
成
11
年
か
ら
３
期

12
年
に
渡
っ
て
天
塩
町
議
会
議
員
と
し

て
在
籍
し
、
監
査
委
員
や
議
会
総
務
文

教
常
任
委
員
会
委
員
長
を
歴
任
し
ま
し

た
。
ま
た
、
天
塩
町
農
業
委
員
会
委
員

と
し
て
昭
和
56
年
７
月
か
ら
平
成
11
年

ま
で
の
18
年
、
平
成
23
年
７
月
か
ら
平

成
26
年
７
月
ま
で
３
年
、
計
21
年
間
務

め
ら
れ
、
天
塩
町
の
産
業
、
文
化
、
福

祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　

月
１
回
、
サ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
海
岸

通
４
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
﹁Te to Te+

（
テ
ト
テ

プ
ラ
ス
）﹂
が
、
８
月
８
日
に
﹁
森
の

Te to Te+

﹂
と
し
て
初
め
て
町
運
動

公
園・芝
生
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
体
験
や
ス
ト
レ
ッ

チ
ー
ズ
、
無
料
配
布
に
よ
る
シ
ャ
ボ
ン

玉
あ
そ
び
、
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

会
、
リ
ズ
ム
あ
そ
び
等
の
子
供
向
け
企

画
、
天
塩
高
校
茶
道
愛
好
会
に
よ
る
お

点
前
披
露
、
マ
ス
カ
ッ
ト
サ
イ
ダ
ー
早

飲
み
大
会
や
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
撮
影
会
が

行
わ
れ
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
か

ら
町
内
外
か
ら
多
く
の
子
供
連
れ
の
来

場
が
あ
り
、
心
地
よ
い
陽
気
の
な
か
歓

喜
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
天
塩
町
母
子
寡
婦
会
が
月
１
回
開
催
し

て
い
る
﹁
バ
ス
停
サ
ロ
ン
﹂
が
８
月
６
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
夏
休
み
特

別
企
画
と
い
う
こ
と
で
、
子
供
限
定
で
焼

き
そ
ば
が
、
ま
た
来
場
者
に
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
・
わ
た
あ
め
・
か
き
氷
が
無
償
提
供
さ

れ
、
小
中
学
生
約
20
人
が
訪
れ
て
会
員
ら

と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
会
長
の
中
村
和

子
さ
ん
は
﹁
普
段
は
平
日
昼
間
の
開
催
で

す
が
、
今
回
は
夏
休
み
で
多
く
の
子
供
た

ち
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
﹂
と
語
り
ま
し
た
。
こ
の
取
組
は
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
町
で
ず
っ
と
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
住
民
が
相

互
に
協
力
し
て
助
け
合
う
仕
組
み
を
構
築

す
る
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
も
と
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

バス停サロンで夏休みイベント

中嶋さんが旭日双光章を受章芝 生 広 場 で カ フ ェ

▲受章された中嶋さん▲芝生広場にて絵本の読み聞かせをする様子

▲夏休みバス停サロンで子供たちと交流する様子
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7 月 18日には「GO! ５丁目仲通り」
が開催！　今年も雨に見舞われてし
まいましたが、テントの下には子ど
もから大人までたくさんの人が！
カラオケ大会も盛り上がりました！

しじみまつりが終わったら天塩厳島
神社祭！　雨のしじみまつりから一
転、夏らしい日差しの下で賑やかに
神輿渡御が行われました。
暑かったね！　お疲れさまー！

天塩厳島神社祭

GO! ５丁目仲通り
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役場の駐車場がプロレスの会場に!?
出店のビールや軽食を楽しみながら
みんなで観戦を楽しみました♪
技が決まると歓声が沸きました！ 太鼓の達人で

勝負 !?

ふれあい大運動会
　　　　　サロン縁日

ビアガーデン×北都プロレス

7 月 29日はふれあい大運動会！　今年は苫前町の
老人クラブメンバーも参加して、楽しく体を動かし
た後はみんなでジンギスカンを囲みましたよ♪

8月 5日のサロン縁日では、童心
に帰って縁日を満喫。お菓子もた
くさん手に入りましたね♪



広
報
て
し
お
９
月
号
（
N
O
.830）

●
印

刷
　

天
塩

共
同

印
刷

株
式

会
社

●
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

https://w
w

w
.teshiotow

n.hokkaido.jp/

●
企

画
・

編
集

　
天

塩
町

企
画

商
工

課
広

報
情

報
係

（
〒

098-3398　
天

塩
町

新
栄

通
８

丁
目

　
☎

01632-2-1001）

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

該
当
な
し

（
南
町
）

森

田
　

登　
さ
ん
（
79
歳
）

（
山
手
通
７
）

水

本　

ミ
ツ
子　
さ
ん
（
98
歳
）  

（
東
産
士
）

佐

藤

幸

子　
さ
ん
（
91
歳
）

（
南
開
団
地
）

久
保
田　

光

子　
さ
ん
（
71
歳
）

該
当
な
し

--- 人　口 ----------------
２，４９３ 人  （－ ９）

（令和８年 7 月 31 日現在）

㊚１，２８３ 人 （－ ２）
㊛１，２１０ 人 （－ ７）

--- 世帯数 ----------------
１，４１４世帯（－ ５）

9/30
・町道民税（4期）
・国民健康保険税（4期）
・固定資産税（3期）

◀友だち登録は
　こちらから！

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

《
香
典
返
し
と
し
て
》

南
町　
　
　
　

森

田

貞

子　

さ
ん

山
手
通
７　
　

水

本

伸

一　

さ
ん

東
産
士　
　
　

佐

藤
　

治　

さ
ん

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

鳥
取
県　
　
　

平

野

雄

一　

さ
ん

■
恵
愛
荘
へ

山
手
通
８　
　

森

野

朋

子　

さ
ん

山
手
裏
通
５　

稲

垣
　

満　

さ
ん

字
川
口　
　
　

佐
々
木　

恵

子　

さ
ん

山
手
通
８　
　

福

原

利

幸　

さ
ん

振
老　
　
　
　

藤

澤

京

子　

さ
ん

稲

垣

森

野

森

野

雄

一

朋

子

　

満

恵

子　

さ
ん

利

幸　

さ
ん

　

さ
ん

♪
い
つ
も
﹁
広
報
て
し
お
﹂
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報

担
当
の
菅
野
で
す
。

♪
し
じ
み
ま
つ
り
は
あ
い
に
く
の
お
天
気

で
し
た
が
、
天
塩
厳
島
神
社
祭
の
本
祭
は

本
格
的
な
夏
の
訪
れ
を
感
じ
る
好
天
に

恵
ま
れ
、
今
年
も
神
輿
渡
御
が
賑
や
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
神
輿
を
先
導
す

る
の
は
、
天
狗
面
を
被
っ
た
猿サ

ル
タ
ヒ
コ

田
彦
で

す
。
猿
田
彦
は
日
本
神
話
に
登
場
す
る
神

で
、
天

ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ

照
大
神
の
孫
に
あ
た
る
邇ニ

ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

邇
芸
命

が
高た

か
ま
が
は
ら

天
原
（
神
々
が
住
む
場
所
）
か
ら

葦あ
し
は
ら
の
な
か
つ
く
に

原
中
国
（
人
間
が
暮
ら
す
場
所
）
の

高た
か
ち
ほ
の
み
ね

千
穂
峯
へ
降
り
る
時
に
迎
え
導
い
た
と

さ
れ
、
学
業
や
仕
事
を
良
い
方
向
へ
導
い

て
く
れ
る
、
旅
の
安
全
を
守
っ
て
く
れ
る

と
い
っ
た
言
い
伝
え
が
あ
り
、
も
ち
ろ
ん

猿
田
彦
を
祭
神
と
す
る
神
社
も
あ
り
ま

す
。
表
紙
は
、
お
神
輿
の
出
発
を
待
っ
て

参
道
に
佇
ん
で
い
た
時
の
写
真
で
す
。

♪
私
の
出
身
地
で
は
、
神
社
の
お
祭
り
で

学
校
や
仕
事
が
お
休
み
に
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
域
を
見
守
る
神
社

の
お
祭
り
に
大
人
も
子
ど
も
も
み
ん
な
で

参
加
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
は
、
小
さ
な

町
の
素
敵
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依

頼
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
企
画
商
工
課

広
報
情
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Google Play
（AndroidOS の方）

（iOS の方）
App Store

@InfoCanal
ダウンロードはこちらから︕

（アットインフォカナル）

防災情報配信システム

▲位記を受け取った桑田憲治氏の子・桑田孝彦氏（右）

故
・
桑
田
憲
治
氏
へ

位

階

授

与

　

天
塩
町
功
労
者
で
あ
る
故
・
桑
田
憲

治
氏
へ
﹁
正
六
位
（
し
ょ
う
ろ
く
い
）﹂

の
位
階
が
授
与
さ
れ
、
７
月
15
日
に
位

記
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
桑
田

氏
は
７
期
28
年
の
長
き
に
わ
た
り
天
塩

町
議
会
議
員
と
し
て
在
職
、
平
成
11
年

か
ら
19
年
ま
で
は
副
議
長
を
務
め
ま
し

た
。
農
業
委
員
会
委
員
を
は
じ
め
と
し

た
行
政
に
関
す
る
委
員
を
歴
任
し
、
北

留
萌
消
防
組
合
天
塩
消
防
団
員
と
し
て

も
30
年
以
上
活
躍
、
ま
た
姉
妹
都
市
で

あ
る
ア
ラ
ス
カ
州
ホ
ー
マ
ー
市
と
の
国

際
交
流
に
お
い
て
も
中
心
と
な
っ
て
活

動
さ
れ
、
平
成
23
年
に
天
塩
町
功
労
者

と
し
て
、
さ
ら
に
平
成
24
年
秋
の
旭
日

双
光
章
を
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。


